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記録

アンキアラインとは , 地下淡水と海水の影響を
受ける汽水と定義される地下水域である (Stock 
et al. 1986). この水塊は , 熱帯・亜熱帯の島嶼域
を中心に広く存在し , この環境にしか見られな
い特殊な洞窟生物群集を形成している ( 狩野 
2009; 藤田 2018). この中でも , ドウクツヌマエ
ビ Antecaridina lauensis (Edmondson, 1935) は , イ
ンド – 太平洋域 ( 紅海 – ハワイ諸島 ) に広く分
布し , また , しばしば高塩分帯 ( 塩分 20–36‰) 
に出現することも知られている (Holthuis 1973; 
Maciolek 1983; Becking 2011; 藤田 2017a). 本種
は , 琉球列島においても複数の島嶼から記録さ
れているが , それらの生息地における塩分情報
は限定的で , 国内の高塩分環境下における生
息状況については不明な点が多かった (Suzuki 
1980; 藤田 ･ 砂川 2008; Weese et al. 2013; 藤田 
2017a; 小林 2018). 

著者らは , 鹿児島県徳之島および沖永良部
島 , 沖縄県波照間島のそれぞれ１カ所の洞窟地
下水域からドウクツヌマエビを採集した . こ
れは , 標本に基づく本種の徳之島 ･ 沖永良部
島 ･ 波照間島からの初記録となるため , 生息環
境の情報と合わせてここに報告する . なお , 本
報告で扱った標本は , 琉球大学博物館風樹館 
(RUMF) に登録 ･ 収蔵した . 標本の甲長は , 眼窩
甲長 (postorbital carapace length: PCL) を計測し
た . 生息地の塩分は海水濃度屈折計 ( 本稿では
計測機器の表記に従って , 塩分表記に “‰” を用
いた ) を , 水温はアルコール温度計および電子
温度計を , それぞれ用いて計測した .  

Antecaridina lauensis (Edmondson, 1935)
ドウクツヌマエビ
( 図 1)

調査標本 . 1 雌 (RUMF-ZC-6068; PCL 3.4 mm), 
鹿 児 島 県 徳 之 島 ウ ン ブ キ 洞 , 水 深 約 1.5 m, 
2016 年 11 月 13 日 , 手網 , 小林大純 採集 . 1 雌 
(RUMF-ZC-6069; PCL 2.8 mm), 鹿児島県沖永良

部島ハナブチ洞 , 水深約 0.1 m, 2019 年 2 月 14 日 , 
手網 , 藤田喜久 採集 . 1 雌 (RUMF-ZC-6070; PCL 
3.5 mm), 沖縄県竹富町波照間島無名の洞 , 水深
約 0.5 m, 2018 年 10 月 16 日 , トラップ , 小林大
純 ･ 内田晃士 採集 .
生息環境 . 本種が採集された徳之島のウン

ブキ洞の開口部は , 海岸から約 300 m 内陸に
位置し , 水面の幅約 12 m, 奥行約 11 m で , 潮汐
の影響を受けて水位が変動する ( 図 1A) . 採集
時 (2016 年 11 月 13 日 ) の塩分は 15 ‰, 水温は
23.0 ℃であった . 2018 年 11 月 12 日 18:00–11 月
14 日 7:00 の期間中に塩分と水温を約 6 時間お
きに計測したが , 塩分は 15‰, 水温は 23.0 ℃と
潮汐によらず一定であった . 本洞窟の地下水域
からは , ウンブキアナゴ Xenoconger fryeri Regan, 
1912 とカワアナゴ属の 1 種 Eleotris sp. の魚類
2 種が記録されている ( 瀬能ら 2014; Mochida & 
Motomura 2018). 

沖永良部島のハナブチ洞は , 海岸から約 80 
m 内陸に位置する畑内に開口する深さ約 12 m
の洞窟で , 洞内の最深部 ( 洞口から約 27 m 地
点 ) に水域がある ( 図 1C). この水域は , 潮汐の
影響を受けて水位が変動し ( 最満潮および最干
潮時刻から 2–4 時間程度遅れて水位が変動す
る ), 水域の広さは , 大潮の満潮時には幅約 15 
m, 奥行約 7 m であるが , 干潮時には水域は極め
て少なくなる . 同水域における採集時 (2019 年
2 月 14 日 : 水位が低い時 ) の塩分は 8 ‰, 水温
は 20.1 ℃であったが , 2019 年 3 月 7 日 15:00–3
月 8 日 10:00 の期間 (4–6 時間おきに計測 ) では
塩分 9–22 ‰ と潮汐に応じて変動しており , 水
位が高い状態の時に高塩分になっていた . 本
洞窟の地下水域からは , オハグロテッポウエ
ビ Metabetaeus minutus (Whitelegge, 1897) が記録
されており ( 吉郷ら 2005; 藤田 未発表データ ), 
2019 年 2 月 14 日および同年 3 月 7–8 日の期間
では , 塩分 8–22 ‰ の時に採集された .

波照間島の洞窟は , 海岸から約 350 m 内陸に
位置する断崖に開口する深さ約 30 m の縦穴洞
窟で , 洞内の最深部には水域があり ( 図 1E), 潮
汐の影響を受ける . 同水域における採集時 (2018

9



10 [Record] Kobayashi et al.: New distribution of Antecaridina lauensis

図 1. 徳之島 , 沖永良部島 , 波照間島の洞窟地下水域から採集されたドウクツヌマエビ . A, 徳之島ウンブキ洞
における生息環境 ; B, ウンブキ洞における生時の様子 ( 標本は未採集 ); C, 沖永良部島ハナブチ洞における生
息環境 ; D, ハナブチ洞から採集された標本 (RUMF-ZC-6069; 雌 , PCL 2.8 mm); E, 波照間島における生息環境 ; 
F, 波照間島から採集された標本 (RUMF-ZC-6070; 雌 , PCL 3.5 mm). 
Fig. 1. Antecaridina lauensis (Edmondson, 1935), collected from anchialine caves in Tokunoshima, Okinoerabu-jima, 
and Hateruma-jima islands, the Ryukyu Islands, southwestern Japan. A, habitat at Unbuki-do Cave, Tokunoshima 
Island; B, in situ photograph at Unbuki-do Cave, specimen not collected; C, habitat at Hanabuchi Cave, Okinoerabu-
jima Island; D, live coloration of specimen collected from Hanabuchi Cave (RUMF-ZC-6069; female, PCL 2.8 mm); E, 
habitat at an unnamed cave, Hateruma-jima Island; F, live coloration of specimen collected from Hateruma-jima Island 
(RUMF-ZC-6070; female, PCL 3.5 mm).
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年 10 月 16 日 ) の塩分は 18 ‰, 水温は 24.5 ℃
であった . 塩分 , 水温は , 2018 年 10 月 15 日
17:00–10 月 18 日 8:00 の期間中に塩分と水温
を約 6 時間おきに計測したが , 塩分は 18 ‰, 水
温は 24.5 ℃と潮汐によらず一定であった．本
洞窟の地下水域からは , ドウクツモクズガニ
Orcovita miruku Naruse & Tamura, 2006 お よ び
ヘリトリオカガニ Tuerkayana rotunda (Quoy & 
Gaimard, 1824) が記録されている ( 吉郷 ･ 田村 
2008; 藤田 2017b).

本種は顕著な広塩性を示し , 塩分 0–36‰ 
の環境中から記録されている (Holthuis 1973; 
Maciolek 1983; Becking 2011; Bucol & Alcala 
2013). 国内における本種生息地の塩分の記録
については , 八重山諸島黒島にて塩分 13.22 ‰ 
(Suzuki 1980), 八重山諸島与那国島にて 0–1 ‰ 
( 藤田 2017c, 投稿中 ), 多良間諸島の多良間島に
て 0.9–1.3 ‰ ( 藤田 ･ 砂川 2008), 沖縄諸島の沖
縄島にて 1 ‰ ( 小林 2018) などの報告がある . 
本研究では , 徳之島のウンブキ洞にて塩分15 ‰, 
沖永良部島のハナブチ洞にて 8 ‰ ( ただし , 最
高で 22 ‰ に達する ), 波照間島の無名洞にて 18 
‰ であり , 従来の国内における報告に比べ , 比
較的高塩分環境での生息が確認された .
分布 . ドウクツヌマエビのこれまでの国内分

布記録は , 大東諸島の南大東島 , 沖縄諸島の沖
縄島 , 宮古諸島の宮古島 ･ 伊良部島 ･ 多良間島 ･
水納島 , 八重山諸島の石垣島 ･ 黒島 ･ 与那国島
であった (Suzuki 1980; 吉郷ら 2003; 藤田 ･ 砂
川 2008; Weese et al. 2013; 藤田 ･ 小林 2016; 藤田
2017a, c, d; 小林 2018). よって , 本報告は , 標本
に基づくドウクツヌマエビの徳之島 , 沖永良部
島 , 波照間島からの初記録となる . また , これま
での本種の分布北限は沖縄島であり ( 藤田 ･ 小
林 2016; 小林 2018), 本研究によって本種の分布
北限は , 約 200 km 北に更新された .

なお , 本種は , 環境省版および沖縄県版レッ
ドデータブックのそれぞれにおいて絶滅危惧Ⅱ
類 (VU) と評価されている希少種であり , また , 
波照間島が属する竹富町では希少野生動植物に
指定されている ( 諸喜田 2014; 藤田 2017, 2018). 
本研究によって鹿児島県における本種の分布が
新たに確認されたため , 今後 , 鹿児島県におい
ても保全策を検討する必要がある .
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Abstract. A stygobiotic atyid shrimp, Antecaridina 
lauensis (Edmondson, 1935), was collected from 
anchialine caves in Tokunoshima, Okinoerabu-jima 
and Hateruma-jima islands of the Ryukyu Islands, 
southwestern Japan. These records represent the first 
discoveries of A. lauensis from respective islands 
and slightly extend the geographical range of this 
species northward.
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